
防府山の会 11月例会 窓ヶ山山行報告書 
                  2021.11.18 

◇日  程 2021年 11月 14日(日) 

◇山行形態 日帰り登山 

◇交通機関 トヨタレンタカー（ハイエース 10人乗り） 

◇費  用  

◇参 加 者 9名（男性 3名、女性 6名）I 

◇アプローチ 防府市役所上駐車場に午前 8時 10集合 

＜行き＞ 防府市役所(8:10)－防府東 IC(8:20)－(山陽道)－下松 SA(8:50) 

－廿日市 IC(9:25)－(西広島バイパス)－上河内運動広場下駐車場(10:20) 

＜帰り＞ 駐車場(14:45)－廿日市 IC(15:10)－下松 SA(16:15)－防府市役所(16:55) 

◇コース 

登山口(10:30)…窓ヶ山西峰(11:50^11:56)…首なし地蔵(11:58)…おんな岩(12:00) 

…キレット(12:10)…窓ヶ山東峰(12:20^13:20)…西峰(13:30)…登山口(14:40) 

◇個人装備 

マスク、保険証、携帯電話、地図・コンパス、雨具、折りたたみ傘、帽子、ヘッドライト、

登山靴、靴下、ザック・ザックカバー、手袋、フリース、サングラス、ストック、昼食、

テルモス、行動食他 

◇共同装備 

救急薬品、体温計、消毒用アルコール、ETCカード 

◇山行記録  

11月 14日(日) 晴れ 

広島の佐伯区五日市町と安佐南区沼田町の境界上に位置する窓ヶ山(710.8m)、中国自然歩

道の一部でもあるが、今回は魚切登山口西コースから山頂を目指す。午前 8時過ぎ、市役所

上の臨時駐車場に 8名(男性 3名、女性 5名)集合。防府東 ICから山陽道に入り、途中下松

SAで S.Yさんをピックアップし総勢 9名、廿日市 IC－西広島バイパス－県道 41号線－上河

内運動広場下駐車場に 10:20到着。登山支度と準備運動をし、同駐車場から歩くこと 5分で

窓ヶ山登山口。木漏れ日差す明るい登山道だが雨水で削られたような狭い登山道に、落ち葉

や枯木等が降り積もりフカフカ。また途中倒木が多く、下を潜り抜けたり跨いだりして、喘

ぎながら登っていく。西峰までは殆ど登りで展望はなく途中急登もあって息つく暇もなかっ

たが、時々見上げれば黄色や真っ赤な紅葉に癒された。登山口から窓ヶ山西峰山頂まで約 1

時間 20分、標高差にして約 550m。同山頂は開けた所に巨大な花崗岩が鎮座して、その巨岩

に登ると眼下に廿日市市さらに遥か遠く霞んでいたが、広島市街方面やどっしりとした宮島

それにキラキラ輝く瀬戸内海に浮かぶ島々が眺められた。また巨岩の隅に丸い形状をした金

属製の三角点が埋められており 9人で指タッチ。窓ヶ山西峰から同東峰に行くには少し下っ

ていく、するとすぐに“首なし地蔵”(注 1)、さらに下って“おんな岩”、何がおんな岩な

のかさっぱり分からなかったが、展望が抜群にいい(少し怖い)。最低鞍部まで下ると、大岩

が切れ込んで窓状になっており、狭い廊下のような谷が鞍部にぬける状態からキレット(切

処)と呼ばれている。これが窓ヶ山の由来になっているそうだ。いくつか巨岩が点在する稜

線をアップダウンし窓ヶ山東峰で昼食 12:20。女性陣から、たくさんのお菓子や手作りジャ

ムを添えたパン、それに果物も頂いた。天気も良く、遠く霞んだ瀬戸内海を眺めながら、晩



秋とは思えないような暖かさにまったりとした。また、直後に登ってきた若い女性ばかりの

グループ、何と我々と同じ 9名で、マスクを外せばべっぴんさん揃い。それに子犬(犬種は

〇〇テリヤ？長い名前で三度聞いても覚えられなかった)を連れたご夫妻と話に夢中になっ

た。あっという間に 1時間が過ぎ、名残惜しいが来た道を戻る。西峰からは降り積もった落

ち葉等に足を取られないように慎重に下り登山口に到着 14:43。西広島バイパスから山陽道

と順調に走り、明るいうちに市役所上駐車場に到着した。N.Eリーダー往復の運転お疲れ様。

女子力パワーを再認識、楽しく賑やかで怪我もなく、小春日和に巨岩と展望のいい窓ヶ山を

堪能した山行だった。 

◇その他 

 同行の女性がフェンシング(フルーレ)を若い頃やっていたそうだ、型を見せてもらったが

さすがに違う！キレットでフルーレの恰好をして皆で撮った写真は決まっている。トイレが

上河内運動広場施設内にあると思うが未確認、県道 41号線沿いのコンビニで済ませておく

のが良い。登山口の登山案内図によると東コースもあるそうだ、沢に入ると倒木があるらし

いが機会があれば歩いてみるのも面白いかも知れない。 

(注 1)案内板によると、「古来、花嫁の腰が据わることを願って、婚儀の席にお地蔵さんを

据える風習がありました。…(中略)…窓ヶ山のお地蔵さんは、急な山から転がして下ろして

いたので、首が取れ“首なし地蔵”となりました」。見つけた植物がムカゴとムベの実(アケ

ビ科ムベ属の常緑つる性木本植物、アケビに似ていて常緑なので、別名トキワアケビ（常磐

木通）ともいう。 

◇歩行コース (ジオグラフィカでログを取り、iPhone8で表示) 

                       

 

 


